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が
ん
検
診
の
受
診
状
況
を
知
る

　

田
原
市
に
お
け
る
が
ん
検
診
の
受
診
状

況
を
分
析
し
ま
し
た
。「
乳
が
ん
検
診
」を

例
に
、そ
の
傾
向
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1
校
区
別
の
特
徴
を
発
見

　
「
乳
が
ん
」に
か
か
る
方
の
多
い
40
～
50

歳
代
の
女
性
を
対
象
に
、平
成
16
～
20
年

度
の
５
年
間
に
お
い
て
、市
の「
乳
が
ん
検

診
」を
受
け
て
い
な
い
方
の
率
を
校
区
別

に
分
析
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、赤
羽
根
地

域
・
渥
美
地
域
で
未
受
診
者
率
が
高
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
２
）

2
新
規
の
受
診
者
が
減
少

　

最
も
検
診
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
40

～
59
歳
代
で
は
、乳
が
ん
検
診
を
初
め
て

受
け
た
方
が
減
っ
て
い
ま
す
。

「
が
ん
」の
予
防
と
早
期
発
見
を
。

国
民
の
２
人
に
１
人
が「
が
ん
」に
か

か
り
、３
人
に
１
人
は「
が
ん
」で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
仕
事
が
忙
し
い
」

「
心
配
な
ら
い
つ
で
も
受
診
で
き
る
か
ら
」

「
健
康
に
は
自
信
が
あ
る
」な
ど
の
理
由

で
、検
診
を
受
け
な
い
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。し
か
し
、「
が
ん
」の
多
く
は
、早
く

見
つ
け
れ
ば
治
る
確
率
も
高
ま
り
ま
す
。

市
が
実
施
し
て
い
る
各
種
が
ん
検
診
や
、

職
場
の
健
康
診
断
な
ど
を
、定
期
的
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
課
☎
23
局
３
５
１
５

グラフ２　校区別乳がん検診未受診者率（40 ～ 59 歳・H16 ～ 20 年度）

悪性新生物（がん）
25.0％

心疾患　17.9％

脳血管疾患
12.0％

糖尿病　0.8％

肝疾患　1.3％

腎不全　1.8％

自　殺　2.6％

不慮の事故 4.9％

肺　炎　9.2％

老　衰　8.7％

その他　15.8％

グラフ１　田原市の死因別死亡者割合
　　　　　　（H15 ～ 19 年）
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【出典】平成20年度田原市の保健

【出典】第31回全国地域保健師学術研究会抄録

グラフ３　新規受診者数の推移

【出典】第31回全国地域保健師学術研究会抄録
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3
受
診
の
き
っ
か
け
や

　
　
　
　
　

希
望
の
検
診
方
法
を
知
る

　

過
去
５
年
間
に「
乳
が
ん
検
診
」を
受
け

て
お
ら
ず
、平
成
20
年
度
に
受
診
し
た
方

に
、受
診
の
動
機
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

発
送
数
：
１
７
４
名

回
収
数
：
96
名（
回
収
率
55
・
２
％
）

受
診
の
き
っ
か
け
は
？

◦
通
知
が
き
た
か
ら

…
52
％

◦
家
族
や
友
人
に
勧

め
ら
れ
て
…
20
％

　

な
お
、グ
ラ
フ
２
で
未
受
診
者
率
の
高

か
っ
た
校
区
で
は
、「
家
族
や
友
人
に
勧
め

ら
れ
て
」と
答
え
た
方
が
少
な
い
傾
向
に

あ
り
ま
し
た
。

希
望
の
検
診
方
法
は
？

◦
一
度
に
複
数
の
検

診
を
受
け
た
い

　

…
59
％

◦
土
曜
日
に
受
診
し

た
い
…
18
％

◦
最
寄
り
の
市
民
館
で
受
診
し
た
い

　

…
12
％

❖
今
回
の
分
析
結
果
を
基
に
、
よ
り
効
果
的

な
お
知
ら
せ
や
検
診
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

が
ん
検
診
を
受
け
ま
い
か！

　

田
原
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
が
ん

検
診
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
こ
う

と
、「
が
ん
検
診
受
け
ま
い
か
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
保
健
師
に
よ

る
家
庭
訪
問
や
健
康
教
育
の
際
に
「
が

ん
」
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、「
胃
が
ん
」

と
「
肺
が
ん
」、「
乳
が
ん
」
と
「
子
宮
が

ん
」検
診
の
併
用
受
診
や
土
曜
日
の
実
施
、

市
民
館
で
の
検
診
車
に
よ
る
検
診
日
程
を

増
や
し
て
い
ま
す
。

田
原
市
が
実
施
し
て
い
る
各
種
が
ん
検
診

は
無
料
で
す
。
各
種
検
診
の
受
診
券
を
５

月
末
に
発
送
済
み
で
す
が
、
追
加
や
変
更

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
対
象
年
齢
や
日
程
な
ど
の
詳
細
は
、

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
の「
成
人
保
健
ガ
イ
ド
」、

広
報
た
は
ら
５
月
１
日
号
16
頁
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
自
覚

症
状
が
あ
る
場
合
は
、
検
診
日
を
待
た
ず

に
専
門
医
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
☎
23
局
３
５
１
５
（
市
役
所
）

☎
33
局
０
３
８
６
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
）

　

 http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

❖
禁
煙
し
ま
し
ょ
う

喫
煙
中
の
方
は
禁
煙

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

吸
っ
て
い
な
い
方
は

喫
煙
者
の
た
ば
こ
の

煙
を
可
能
な
限
り
避

け
ま
し
ょ
う
。

❖
飲
酒
は
適
度
に

日
本
酒
換
算
で
１
日
１
合
以
内
（
ビ
ー
ル

大
び
ん
１
本
程
度
）
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
週
に
１
～
２
日
は
休
肝
日
に
し
ま

し
ょ
う
。

❖
野
菜
や
果
物
を
と
り
ま
し
ょ
う

野
菜
を
１
日
３
５
０
㌘
（
１
日
小
鉢
に
５

皿
以
上
）
と
り
ま
し
ょ
う
。
果
物
も
毎
日

食
べ
ま
し
ょ
う
。

❖
減
塩
し
ま
し
ょ
う

食
塩
は
１
日
10
㌘

（
小
さ
じ
２
杯
）
未

満
に
、
塩
辛
や
練
り

ウ
ニ
な
ど
高
塩
分
の

食
品
は
週
に
１
回
以

内
に
し
ま
し
ょ
う
。

❖
定
期
的
な
運
動
を

例
え
ば
、
毎
日

合
計
60
分
程
度

の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
、
週
に
１

度
汗
を
か
く
よ

う
な
運
動
を
し

ま
し
ょ
う
。

❖
太
り
す
ぎ
な
い
・
や
せ
す
ぎ
な
い

Ｂ
Ｍ
Ｉ
で
27
を
超
さ
な
い
、
20
を
下
回
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
※
Ｂ
Ｍ
Ｉ=

体
重
（
kg
）
÷
身
長
（
m
）
の
二
乗

❖
熱
い
飲
み
物
は
控
え
ま
し
ょ
う

熱
い
飲
み
物

の
刺
激
は
よ

く
あ
り
ま
せ

ん
。
少
し
冷

ま
し
て
か
ら

飲
む
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

【
参
考
】
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
が
ん
対
策
情
報

セ
ン
タ
ー
「
が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
」

「
が
ん
」
を
予
防
す
る
生
活
習
慣
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︻
人
口
・
世
帯
︼⋮
Ｈ
22
年
４
月
末
現
在

３
４
７
８
人
・
９
０
０
世
帯

︻
特
徴
︼

市
の
中
央
に
位
置
し
、
東
・
南
・

西
の
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
北
側

は
三
河
湾
に
面
し
て
い
ま
す
。
地

区
に
よ
っ
て
防
災
の
課
題
が
異
な

り
、
課
題
に
あ
っ
た
活
動
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

︻
取
り
組
み
テ
ー
マ
︼

「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
必
要
な
防

災
・
減
災
対
策
を
考
え
る
！
」

︻
主
な
取
り
組
み
内
容
︼

①
中
学
生
と
の
協
働
に
よ
る
防
災

ウ
ォッ
チ
ン
グ
の
実
施
②
防
災
マッ
プ

︻
人
口
・
世
帯
︼⋮
Ｈ
22
年
４
月
末
現
在

２
４
４
６
人
・
７
４
２
世
帯

︻
特
徴
︼

三
河
湾
沿
い
に
集
落
が
密
集
し
、

低
地
の
集
落
で
は
、
た
び
た
び
水

害
に
見
舞
わ
れ
、
山
間
部
の
集
落

に
は
急
傾
斜
地
が
点
在
す
る
な
ど
、

４
地
区
ご
と
に
異
な
る
防
災
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

︻
取
り
組
み
テ
ー
マ
︼

「
地
域
住
民
の
安
心
と
は
？
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
ま
ず
一
歩
！
」

︻
主
な
取
り
組
み
内
容
︼

①
地
区
の
防
災
課
題
を
把
握
す
る

た
め
、
全
世
帯
を
対
象
と
し
た
防

の
作
成
③
防
災
世
帯
台
帳
の
作
成

④
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

︻
取
り
組
み
成
果
︼

地
区
ご
と
の
防
災
課
題
に
対
し
、

解
決
策
を
自
分
た
ち
で
考
え
、
行

動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
将
来
の
担

い
手
で
あ
る
中
学
生
と
共
に
活
動

を
行
っ
た
こ
と
で
、
相
互
に
防
災
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

︻
今
後
の
目
標
︼

子
ど
も
た
ち
と
の
協
働
事
業
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
防
災
活
動

を
立
案
・
実
施
し
、
情
報
の
共
有

化
を
図
り
ま
す
。

災
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
②
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
③
災
害
時
要
援
護

者
へ
の
支
援
体
制
の
検
討
④
風
水

害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
の
実
施

︻
取
り
組
み
成
果
︼

防
災
課
題
を
抽
出
し
活
動
の
優
先

順
位
を
把
握
し
ま
し
た
。
ま
た
、

活
動
を
通
じ
て
、
自
発
的
な
防
災

活
動
への
参
加
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

︻
今
後
の
目
標
︼

防
災
マッ
プ
を
活
用
し
た
実
動
的
な

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
自

主
防
災
活
動
全
体
の
継
続
的
な
発

展
を
図
り
ま
す
。

活
動
事
例
紹
介
１　

野
田
校
区

活
動
事
例
紹
介
２　

清
田
校
区

▲消火器の取り扱い訓練

▲自主防災訓練

▲地域ごとの課題を抽出

▲防災マップの作成

▲防災ウォッチング

▲樋門の操作訓練

自主防災会活動事例紹介

地域が守る
安心して暮らせる 安全なまち
　田原市では、市内すべての地区に自主防災会が組織され、それぞれの地域特性に合った防災活動に取
り組んでいます。ここでは、平成 21 年度『自主防災活動重点支援地区』の野田校区と清田校区の特色
ある活動をご紹介します。▶防災対策課☎ 23 局３５４８
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❖
田
原
を
美
し
く
す
る
推
進
デ
ー

　

６
月
の
第
一
日
曜
日
は『
田
原
を
美
し
く
す
る

推
進
デ
ー
』で
す
。「
き
れ
い
な
街
は
、み
ん
な
の
手

で
」を
合
言
葉
に
、毎
年
、自
治
会
や
各
種
団
体
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、市
内
の
道
路
や
公
園
の

ご
み
を
拾
い
ま
す
。

❖
な
く
そ
う
！
不
法
投
棄

　

５
月
30
日（
日
）～
６
月
５
日（
土
）は『
全
国
ご

み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
』で
、全
国
で
不
法
投

棄
を
な
く
す
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。田

原
市
に
お
い
て
も
、清
掃
活
動
の
支
援
や
、ご
み
持

ち
帰
り
の
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

み
だ
り
に
ご
み

を
捨
て
る
と
、法
律

で
罰
せ
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。ご

み
の
ポ
イ
捨
て
・
不

法
投
棄
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８

　

23
局
０
１
８
０

◉
田
原
東
部
校
区

相
川　
　
　
　

大
岩
代
積　

谷
熊　
　
　
　

佐
久
間
章
吉

や
ぐ
ま
台　
　

工
藤
勝
志　

豊
島　
　
　
　

酒
井
節
夫　

　
　
　
　
　
　

河
辺　

洋　

御
殿
山　
　
　

富
永
哲
男　

◉
童
浦
校
区

吉
胡　
　
　
　

菰
田
安
昭　

木
綿
台　
　
　

夏
目
美
沙
子

吉
胡
台　
　
　

西　

薩
男　

浦　
　
　
　
　

中
神
吉
宣　

　
　
　
　
　
　

真
木
弘
行　

西
浦　
　
　
　

聖
川
真
理　

波
瀬　
　
　
　

柴
田
喜
芳　

光
崎　
　
　
　

村
瀬
伸
雄　

姫
見
台　
　
　

茅
島
利
光　

片
浜　
　
　
　

加
島
秀
一　

片
西　
　
　
　

元
木　

保　

白
谷　
　
　
　

斎
竹
輝
明　

◉
田
原
南
部
校
区

大
久
保　
　
　

長
神
俊
尚　

　
　
　
　
　
　

及
森
義
仁　

◉
田
原
中
部
校
区

一
番
東　
　
　

小
原
崇
用　

一
番
西　
　
　

浅
川
高
夫　

三
番
組　
　
　

涌
井　

朗　

四
番
組
西　
　

近
藤
喜
一
郎

四
番
組
東　
　

西
村
政
時　

四
番
組
南　
　

鈴
木
和
彦　

蔵
王
東
个
丘　

川
崎
敏
夫　

蔵
王
南
个
丘　

松
井
良
和　

萱
町
一
区　
　

八
木
紀
全　

萱
町
二
区　
　

杉
田
鐘
一　

萱
町
三
区　
　

河
合　

近　

本
町　
　
　
　

加
子　

勉　

新
町　
　
　
　

河
辺
頼
行　

◉
衣
笠
校
区

加
治　
　
　
　

田
中　

剛　

　
　
　
　
　
　

蔦
木
洋
臣　

衣
笠　
　
　
　

中
村
明
彦　

八
軒
家　
　
　

河
合
俊
男　

藤
七
原　
　
　

藤
城
敬
爾　

鎌
田　
　
　
　

榎
本　

昇　

東
滝
頭　
　
　

朝
倉
義
夫　

赤
石　
　
　
　

高
橋
明
廣　

◉
神
戸
校
区

川
岸　
　
　
　

大
岩
裕
二　

漆
田
一
区　
　

河
辺
成
男　

漆
田
二
区　
　

篠
原
健
作　

漆
田
三
区　
　

佐
藤　

勝　

東
赤
石　
　
　

佐
藤
直
浩　

サ
ン
コ
ー
ト　

服
部　

暁　

神
戸
市
場　
　

菰
田
重
敏　

青
津　
　
　
　

細
井　

孝　

希
望
が
丘　
　

渡
辺
佳
彰　

赤
松　
　
　
　

大
谷
行
利　

志
田　
　
　
　

宇
野　

智　

新
美　
　
　
　

伊
藤
文
子　

南
町　
　
　
　

鈴
木
良
仁　

谷
ノ
口　
　
　

久
瀬
晴
久　

東
个
谷　
　
　

尾
畑
隆
富　

◉
大
草
校
区

大
草　
　
　
　

富
田
清
広　

大
草
団
地　
　

中
神
和
好　

◉
野
田
校
区

芦　
　
　
　
　

河
合
俊
樹　

南　
　
　
　
　

鈴
木
裕
一　

彦
田　
　
　
　

河
合
貞
雄　

雲
明　
　
　
　

河
合
和
夫　

保
井　
　
　
　

河
合
久
男　

東
馬
草　
　
　

河
合
宣
章　

山
ノ
神　
　
　

富
田　

清　

西
馬
草　
　
　

鋤
柄
敏
幸　

今
方　
　
　
　

小
谷
智
彦　

北
海
道　
　
　

河
合
達
也　

野
田
市
場　
　

林　

康
夫　

仁
崎　
　
　
　

河
邉
慎
一　

ほ
る
と
台　
　

原　

浩
和　

◉
六
連
校
区

長
上　
　
　
　

中
村
好
秀　

久
美
原　
　
　

鈴
木
晃
司　

浜
田　
　
　
　

西
山
寿
穂　

百
　々
　
　
　

宮
下
安
利　

新
浜　
　
　
　

河
合　

健　

◉
高
松
校
区

高
松　
　

  　

夏
目
英
一　

　
　
　
　
　
　

福
井
恒
芳　

◉
赤
羽
根
校
区

赤
羽
根
東　
　

鈴
木
定
征　

赤
羽
根
中　
　

鈴
木
寿
之　

赤
羽
根
西　
　

鈴
木
康
之　

◉
若
戸
校
区

池
尻　
　
　
　

杉
原
亮
治　

若
見　
　
　
　

高
木
克
二　

越
戸　
　
　
　

伊
藤
和
郎　

◉
泉
校
区

宇
津
江　
　
　

千
賀
哲
郎　

江
比
間　
　
　

樅
山
憲
一　

八
王
子　
　
　

渡
辺
堅
太
郎

村
松　
　
　
　

河
合　

功　

馬
伏　
　
　
　

渡
辺
徳
道　

伊
川
津　
　
　

鈴
木
達
育　

石
神　
　
　
　

伊
藤
一
治　

夕
陽
が
浜　
　

三
輪
正
昭　

◉
清
田
校
区

山
田　
　
　
　

田
中
三
喜
男

高
木　
　
　
　

廣
田　

忍　

折
立　
　
　
　

鈴
木
輝
明　

古
田　
　
　
　

渡
辺
長
一　

　
　
　
　
　
　

大
谷
岳
久　

◉
福
江
校
区

長
沢　
　
　
　

山
本
真
澄　

福
江　
　
　
　

渡
辺
和
正　

　
　
　
　
　
　

渡
会　

博　

保
美　
　
　
　

小
久
保
幸
作

　
　
　
　
　
　

神
谷
清
和　

向
山　
　
　
　

宮
田
和
博　

◉
中
山
校
区

中
山　
　
　
　

杉
江
正
次　

　
　
　
　
　
　

赤
佐
四
郎　

小
中
山　
　
　

森
下
順
司　

　
　
　
　
　
　

小
川
国
光　

◉
亀
山
校
区

亀
山　
　
　
　

本
田
隆
敏　

西
山　
　
　
　

横
地
幸
夫　

◉
伊
良
湖
校
区

伊
良
湖　
　
　

石
橋
正
紀　

日
出　
　
　
　

小
久
保
覚　

◉
堀
切
校
区

堀
切　
　
　
　

小
久
保
義
典

小
塩
津　
　
　

古
川
美
栄　

◉
和
地
校
区

和
地
一
色　
　

荒
木
勝
博　

和
地　
　
　
　

小
久
保
昌
彦

土
田　
　
　
　

河
合
完
次　

わたしの地区の 廃棄物減量等推進員 さん
　各地区の廃棄物減量等推進員が次の方々に決まりました。各地区から選出された推進員さんには、
ごみの適正処理や減量化などを目的に、各ごみステーションにおける分別指導などの活動を行ってい
ただきます。
　皆さん、ごみ減量・ごみ出しマナーの向上にご協力をお願いします。
　※ 18 頁にごみ出しルールを掲載していますので、そちらもご覧ください。

【敬称略】

私
た
ち
の
街
を

も
っ
と
美
し
く
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に
至
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
非
常
に
暑
い
７
～
８
月
の

日
中
に
起
こ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
実
は

そ
の
よ
う

な
典
型
例

ば
か
り
で

は
あ
り
ま

せ
ん
。
梅

雨
の
合
間
に
突
然
気
温
が
上
昇
し
た
日
や

梅
雨
明
け
の
蒸
し
暑
い
日
な
ど
、
身
体
が

暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
と
き
に
も
起
こ
り

や
す
い
の
で
す
。

◦『
熱
中
症
』
を
防
ぐ
た
め
に

❖
で
き
る
限
り
暑
さ
を
避
け
よ
う

❖
服
装
を
工
夫
し
よ
う

❖
こ
ま
め
に
水
分
補
給
し
よ
う

❖
急
に
暑
く
な
る
日
に
注
意
し
よ
う

◦『
熱
中
症
』
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

1
涼
し
い
場
所
に
移
す

2
衣
服
を
緩
め
る

3
冷
た
い
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
食
塩

を
少
し
入
れ
た
冷
水
を
飲
ま
せ
る

4
意
識
が
な
い
な
ど
、
容
態
が
思
わ
し
く

な
い
場
合
は
救
急
車
を
呼
ぶ

　

熱
中
症
の
初
期
段
階
で
軽
症
に
見
え
て

も
、
後
に
急
変
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

経
過
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

耐
用
年
数
は
一
般
的
に
８
年
で
す

　

古
く
な
っ
た
消
火
器
や
傷
ん
だ
消
火
器

は
、
破
裂
事
故
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
い
る
も
の
は
絶

対
に
使
用
せ
ず
、
速
や
か
に
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

　

消
火
器
の
処
分
方
法
が
、
今
年
１
月
か

ら
変
更
さ
れ
、
次
の
３
通
り
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
以
外
の
方
法
で
は
処
分
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
必
ず
専
門
業
者
に
ご
依
頼
く

だ
さ
い
。

　

手
続
き
方
法
・
取
り
扱
い
業
者
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課
予
防
危
険
物
係
☎
23
局
４
０
７
４

１
◦
専
門
業
者
へ
の
持
ち
込
み
［
有
料
］

　

専
門
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
と
、

次
の
流
れ
で
処
分
さ
れ
ま
す
。

　

２
◦
ゆ
う
パ
ッ
ク
を
利
用
［
有
料
］

　

郵
送
で
処
分
す
る
方
法
で
す
。
次
の
手

順
で
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

1
エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
し
ま

す
。　

０
１
２
０
（
８
２
２
）
３
０
６

2
エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
消
火
器

の
包
装
箱
が
自
宅
へ
届
き
ま
す
。

3
包
装
箱
に
古
い
消
火
器
を
入
れ
、
郵
便

局
に
持
っ
て
い
く
か
、
集
荷
し
て
も
ら

い
ま
す
。

３
◦
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
下
取
り

　

販
売
店
に
よ
っ
て
は
、
新
た
に
消
火
器

を
１
本
購
入
す
る
と
、
古
い
消
火
器
を
１

本
無
料
で
処
分
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
販
売
店
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

気
を
つ
け
よ
う
！
『
熱
中
症
』

　

毎
年
暑
く
な
る
と
、
多
く
の
方
が
『
熱

中
症
』
に
よ
り
救
急
搬
送
さ
れ
ま
す
。
熱

中
症
と
は
、
暑
い
環
境
で
発
生
す
る
障
害

の
総
称
で
、主
に
「
失
神
」「
め
ま
い
」「
頭

痛
」「
吐
き
気
」「
け
い
れ
ん
」「
意
識
障
害
」

な
ど
の
症
状
が
現
れ
、
重
症
化
す
る
と
死

「
消
し
た
か
な
」　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉

消
火
器
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

　
　
　

  

ご
協
力
く
だ
さ
い！

リサイクル施設 専門業者 廃消火器
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頑
張
れ
！
新
人
さ
ん

　

平
成
22
年
度
に
採
用
し
た
消
防
職
員
３

名
に
、
抱
負
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

◦
平ひ
ら

井い

陽よ
う

一い
ち

（
伊
川
津
町
）

心
身
を
鍛
え
、
１
日
で
も
早
く
仕
事
を

覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

◦
齊さ
い

藤と
う 

建た
つ
る（
静
岡
県
出
身
）

初
め
ま
し
て
、
今
年
度
か
ら
お
世
話
に

な
り
ま
す
。
愛
す
る
田
原
市
の
た
め
に

精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
。

◦
田た

上が
み

良り
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
（
知
多
市
出
身
）

早
く
一
人
前
の
消
防
士
と
し
て
働
け
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
　

　

愛
知
県
消
防
操
法
大
会

　

第
55
回
愛
知
県
消
防
操
法
大
会
・
小
型

ポ
ン
プ
の
部
に
赤
羽
根
分
団
が
出
場
し
ま

す
。
選
手
は
、
２
か
月
間
練
習
を
重
ね
大

会
に
挑
み
ま
す
。
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

期
日　

７
月
24
日
（
土
）

会
場　

愛
知
学
院
大
学
（
日
進
市
）

　

功
労
章
授
章

　

消
防
本
部
職
員
の
宮
地
洋
消
防
次
長

が
、
災
害
の
防
除
と
消
防
力
の
強
化
に
努

め
た
功
績
を
た
た
え
ら
れ
、「
消
防
庁
長

官
功
労
章
」の
栄
に
浴
し
、３
月
５
日（
金
）

に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
陸
に
す
む
巻
き
貝
の
総
称

④
草
花
や
樹
木
が
分
泌
す
る
甘
い
汁

⑤
宇
宙
で
も
演
奏
さ
れ
た
日
本
の
伝

統
楽
器

⑦
期
待
さ
れ
る
値
に
対
す
る
ず
れ
の

大
き
さ

⑨
電
子
レ
ン
ジ
の
電
磁
波

⑪
あ
る
こ
と
に
関
す
る
全
て
を
集
め

る
こ
と

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
６
月
30
日（
水
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
春
号
の
答
え　

ハ
ル
ヤ
ス
ミ
】

（
応
募
総
数
61
通
中
、正
解
60
通
。当
選
者
の
方
の

み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
謹
ん
だ
態
度
を
と
る
こ
と

②
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
代
表
作「
○
○
と
罰
」

③
干
潟
に
生
息
す
る
ス
ズ
キ
目
ハ
ゼ
科
の
魚

⑥
屋
根
の
雨
水
を
地
上
に
流
す
も
の

⑧
世
界
最
大
の
砂
漠「
○
○
○
砂
漠
」

⑩
大
気
中
に
か
た
ま
っ
て
浮
か
ぶ
水
滴

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

①

⑨

③ A

B

②

⑧⑥

④

⑦

E

⑤

①

⑪

C ⑩D
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歳出 予算現額 321億6,430万円
支出済額 267億2,957万円

執行率
83.1%

予算現額　1億9,311万円

支出済額　1億7,364万円

82億  191万円

73億5,615万円

61億4,119万円

52億7,167万円

26億4,064万円

17億  766万円

8,199万円

4,479万円

16億9,676万円

13億6,422万円

7億7,800万円

6億6,281万円

49億3,607万円

33億9,117万円

13億4,163万円

11億9,875万円

26億4,312万円

20億8,726万円

5,623万円

3,448万円

 497万円

0万円

05101520253060 35・・・・・・

34億3,691万円

34億4,861万円

（億円）

執行率 89.9％

89.7％

85.8％

64.7％

54.6％

80.4％

85.2％

68.7％

89.4％

79.0％

61.3％

99.7％

0.0％

議 会 費
　
総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

そ の 他

議会の活動に要した経費

選挙、コミュニティ、戸籍、庁舎の維持管理などに要した経費

児童、高齢者、障害者などを対象とした福祉事業に要した経費

保健事業や環境保全、ごみ処理などに要した経費

失業対策や勤労者のために要した経費

農業、畜産業、水産業、林業の振興に要した経費

商工業や観光の振興に要した経費

道路、公園、河川の整備、街づくり、緑化の振興などに要した経費

火災予防や防火活動、防災活動、救急救助活動などに要した経費

学校、生涯学習、図書館、博物館、スポーツ・文化振興などに要した経費

災害によって生じた被害の復旧に要した経費

市債として借りたお金に利子をつけて返済した経費

上記以外のものに要した経費

　田原市では、市の家計簿である財政の状況を、年２回公表しています。今回は平成21年度下半期（平成21年10月
～平成22年3月）の予算執行状況などをお知らせします（平成21年度繰越分含む）。なお、表中の金額は１万円未満
を切り捨てているため、合計の金額が合わない場合があります。　 ▼財政課２３局３５９１

■一般会計

■借入金の状況 ■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など ３３３万７，３７６㎡

建物 市役所・学校など ３９万　 ３９９㎡

基金 財政調整基金など １３３億１，４２９万円

出資による権利 （財）崋山会など ４億４，８３７万円

一般会計
229億3,849万円

特別会計
122億1,953万円

教育債
53億8,072万円

土木債
30億612万円

その他（衛生債・民生債・農林水産債・商工債など）
54億7,257万円

公共下水道事業特別会計
96億3,391万円

農業集落排水事業特別会計
25億8,561万円

総額●351億5,802万円

【借入金】
多額の経費を必要
とする事業を行う
場合に、国などから
借りるお金のこと。

臨時財政対策債
44億2,592万円

減税補てん債
26億3,297万円

総務債 20億2,017万円
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財政状況を公表します
■一般会計

平成21年度
下 半 期

会計 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
給食センター給食費特別会計 ３億 　９１２万円 ２億６，０９４万円 ８４．４％ ２億６，０６６万円 ８４．３％
老人保健医療特別会計 ６，２１７万円 ６, ５５８万円 １０５．５％ ５, ８５５万円 ９４．２％
国民健康保険特別会計 ７０億５，３９２万円 ６６億４，４６７万円 ９４．２％ ６５億 　７６５万円 ９２．３％
公共下水道事業特別会計 １３億９，８５７万円 １４億５，３９９万円 １０４．０％ １１億７，５２６万円 ８４．０％
農業集落排水事業特別会計 ７億８，２０２万円 ５億６，４２６万円 ７２．２％ ５億 　　　６万円 ６３．９％
田原福祉専門学校特別会計 １億１，３０２万円 ８，７２８万円 ７７．２％ ９，５０５万円 ８４．１％
介護保険特別会計 ３２億２，９３４万円 ２８億３，４９３万円 ８７．８％ ２８億６，５１２万円 ８８．７％
中心市街地商業等活性化事業特別会計 ２，６５８万円 １０８万円 ４．１％ １，７６４万円 ６６．４％
後期高齢者医療特別会計 ５億７，８６１万円 ４億 　１１３万円 ６９．３％ ４億９，２７９万円 ８５．２％

合計 １３５億５，３４０万円 １２３億１，３９０万円 ９０．９％ １１９億７，２８１万円 ８８．３％

■特別会計

予算現額　119億2,550万円

収入済額　127億  539万円

19億6,408万円

19億4,879万円

28億9,801万円

31億7,873万円

３億６，075万円

3億3,313万円

4億４，992万円

4億2,878万円

26億4,774万円

23億4,307万円

12億2,462万円

7億8,540万円

1億1,164万円

1億1,210万円

538万円

800万円

20億7,017万円

20億6,771万円

17億6,326万円

17億6,326万円

4億8,618万円

3億5,986万円

62億5,700万円

市 税

地方譲与税等

地 方 交 付 税

分担金・負担金

使用料・手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

2001501000 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20（億円）

収入率

歳入 予算現額 321億6,430万円
収入済額 263億3,108万円

収入率
81.9%

106.5％

99.2％

109.7％

92.3％

95.3％

88.5％

64.1％

100.4％

148.7％

99.9％

100.0％

74.0％

4.7％

市民税や固定資産税など市民の皆さんから納付していただいたお金

国の税収入の中から一定の基準により市に配分されたお金

市の財政状況に応じて国から交付されたお金

市が行う事業に関して利益を受ける方から納められたお金

市の施設を利用するとき、市が行う特定の事務に対して納付されたお金

市が行う特定の事業に対して国から交付された負担金や補助金

市が行う特定の事業に対して県から交付された負担金や補助金

市が所有する財産を貸付け・出資・売払いしたことによって生じたお金

市民や団体、事業者の方からいただいたお金

特別会計や基金から一般会計に繰り入れたお金

前年度の決算で生じた繰越金

ほかの収入科目に含まれない預金利子や貸付金返済金、雑入などのお金

市が大きな事業などを行うために国や金融機関から借り入れたお金 2億9,680万円
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

4

5

　

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
、農
業
祭
が
開
催
さ

れ
、天
候
に
も
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、過
去
最
高
の

１
万
３
０
０
０
人
の
来
場
者
を
記
録
し
ま
し
た
。

サ
ン
テ
ド
ー
ム
内
で
は
、地
元
産
の
新
鮮
な
野
菜

や
果
物
、切
り
花
な
ど
を
即
売
す
る
22
の
ブ
ー
ス

が
並
び
、終
日
買
い
物
客
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
野
菜
は

田
原
産
だ
ね
！

５
月
２
日［
日
］

　

大
規
模
火
災
に
備
え
た
山
林
火
災
訓
練
が
、16

日（
日
）に
渥
美
花
の
村
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
駐
車
場

で
、23
日（
日
）に
蔵
王
山
第
３
駐
車
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。訓
練
に
は
、両
日
で
田
原
市
消
防
団
の
10

分
団
約
７
０
０
名
が
参
加
。本
番
さ
な
が
ら
に
非

常
招
集
や
中
継
放
水
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
安
心

守
り
ま
す

５
月
16
日［
日
］

　

神
戸
小
学
校
の
花
壇
が
、「
フ
ラ
ワ
ー
・
ブ
ラ

ボ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル（
Ｆ
Ｂ
Ｃ
）」で
、東
海
ラ
ジ
オ
放

送
賞
に
輝
き
ま
し
た
。こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、昭
和

39
年
か
ら
、児
童
・
生
徒
が
学
校
花
壇
づ
く
り
を
通

し
て
、学
習
や
校
内
美
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 東

海
ラ
ジ
オ
放
送
賞

神
戸
小
の
花
壇

４
月
28
日［
水
］

▲地元産の新鮮な野菜は、安全・安心だね！

▲機敏な動作で、真剣に訓練に取り組む消防団員ら

▲園芸部の皆さん。表彰式が６月16日（水）に県自治センターで行われます

平成22年6月1日 　  　　　　　　　　│ 10 │



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

4

5

　

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
田
植
え
体
験
が
行
わ

れ
、親
子
64
名
が
参
加
し
ま
し
た
。は
じ
め
は
泥
に

足
を
取
ら
れ
、思
う
よ
う
に
動
け
な
か
っ
た
子
ど
も

た
ち
も
、慣
れ
て
く
る
と
大
人
顔
負
け
で
次
々
と
苗

を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。こ
の
日
植
え
ら
れ
た
の

は
、「
恵め

ぐ
み

も
ち
」と
い
う
も
ち
米
の
一
種
で
、９
月
上

旬
に
は
稲
刈
り
体
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

田
原
市
博
物
館
で
、鎧
を
着
て
み
よ
う
が
開
催

さ
れ
、親
子
な
ど
23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。毎
年
、

こ
ど
も
の
日
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、武
将
気
分

を
手
軽
に
味
わ
え
る
と
大
人
気
。現
代
の
鎧
師
が
作

成
し
た
鎧
を
着
せ
て
も
ら
い
、そ
の
重
み
に
子
ど
も

た
ち
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。着
付
け
後
は
、家
族
で

記
念
撮
影
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

大
き
く
育
っ
て

お
い
し
い
お
米
に
！

５
月
９
日［
日
］

▲「おいしいお米が実りますように」と丁寧に苗を植える参加者たち

鎧よ
ろ
い

兜
を
着
て

ハ
イ
ポ
ー
ズ
！

５
月
５
日［
祝
］

▲キリッと表情も勇ましく！戦国武将に親子で変身
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次
の
方
々
が
、
永
年
に
わ
た
る
功
績
を

称
え
ら
れ
、
春
の
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

■
瑞ず

い
ほ
う
し
ょ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

宝
小
綬
章

間
瀬　

惇あ
つ
し（

愛
知
大
学
名
誉
教
授
／
教

育
研
究
功
労
／
や
ぐ
ま
台
）　

■
瑞ず

い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章

福
島　

秀ひ
で
み
ち嶺

（
元
警
察
庁
事
務
官
／
警

察
功
労
／
豊
島
町
）

■
旭き

ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章

菰
田　

明あ
き
お夫

（
元
田
原
市
農
業
委
員
会

会
長
／
農
業
振
興
功
労
／
吉
胡
町
）

　

平
成
23
年
４
月

１
日
採
用
予
定
の

田
原
市
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

▪
第
１
次
試
験

▼
期
日
＝
７
月
25
日
（
日
）　

▼
場
所
＝

市
役
所
講
堂
（
南
庁
舎
６
階
）　

▼
試
験

内
容
＝
教
養
試
験
・
作
文
試
験
（
技
術

職
以
外
）・
専
門
試
験
（
技
術
職
の
み
）・

事
務
適
性
検
査
（
消
防
職
は
消
防
適
性

検
査
）・
職
場
適
応
性
検
査
（
消
防
職
以

外
）

▪
第
２
次
試
験

　

第
１
次
試
験
の
合
格
者
を
対
象
に
、
面

接
試
験
を
実
施
（
消
防
職
は
体
力
測
定
も

実
施
）
／
期
日
・
場
所
は
後
日
通
知

▪
申
し
込
み

　

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、持
参
ま
た
は
郵
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
て
／
募
集
要
項
、受
験
申
込
書
な
ど
は

市
役
所
人
事
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案
内

▪
受
付
期
間

　

６
月
１
日（
火
）～
25
日（
金
）／
土
・
日

曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

／
郵
送
は
6
月
25
日（
金
）消
印
有
効

▪
保
育
職
の
社
会
人
採
用

　

保
育
職（
今
回
の
資
格
年
齢
以
上
の
方
）

の
募
集
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
募
集
要
項

な
ど
は
７
月
上
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▪
そ
の
他

◦
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）

に
該
当
す
る
方
、
外
国
籍
の
方
で
永
住

者
ま
た
は
特
別
永
住
者
の
在
留
資
格
の

な
い
方
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◦
採
用
後
の
給
与
は「
田
原
市
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
支
給
し
ま
す
。

◦
外
国
籍
の
方
の
任
用
に
は
、
一
部
制
限

が
あ
り
ま
す
。

◦
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
人
事
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
７
４
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

春
の
叙
勲

田
原
市
職
員

■田原市職員（平成23年４月１日採用予定）募集内容

募集職種
採用予定

人数
資格要件

事務職 6名程度

昭和 57 年 4 月 2 日以降に生まれた方事務職
（身体障害者対象）※１ 3名程度

技術職（土木） 2名程度

消防職 4名程度 昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた方

保育職 2名程度
昭和 60 年 4 月 2 日以降に生まれた方で
保育士資格を有する方または平成 23 年
3 月末日までに取得見込み※２の方

※１…身体障害者手帳を所持している方で、活字印刷文による筆記試験および面
接試験に対応でき、介護者なしに職務遂行が可能な方が受験できます。申し
込みの際、身体障害者手帳などの写しを提出してください。

※２…大学・短大の幼児教育科などの指定保育士養成施設で修学していない保育
職の受験希望者は、受験時点で保育士の資格を取得していなければ、受験す
ることはできません。
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▼
募
集
人
員
＝
若
干

名　

▼
対
象
＝
次
の

要
件
の
い
ず
れ
か

を
満
た
す
方
①
保
育

士
資
格
ま
た
は
幼
稚

園
・
小
学
校
教
諭
免
許
を
お
持
ち
の
方

②
児
童
の
指
導
に
熱
意
と
理
解
が
あ
り
、

心
身
と
も
に
健
康
な
方　

▼
勤
務
場
所
＝

衣
笠
児
童
ク
ラ
ブ
ほ
か　

▼
勤
務
形
態
＝

週
３
～
４
日
勤
務
／
午
後
１
時
30
分
～
６

時
（
夏
休
み
な
ど
長
期
休
暇
時
お
よ
び
第

２
・
第
４
土
曜
日
は
午
前
８
時
～
午
後
１

時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
～
６
時
、
午
前

８
時
～
午
後
６
時
の
交
代
勤
務
／
隔
週

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
、
年
末
年
始

を
除
く
）　

▼
賃
金
＝
時
給
９
４
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接（
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
申
込
み
＝
６
月
21
日
（
月
）
ま
で
に
生

涯
学
習
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
直
接
提
出

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

▼
募
集
人
員=

１
名　

▼
対
象=

お
お

む
ね
50
歳
ま
で
の
健
康
な
方　

▼
勤
務
場

所
＝
田
原
市
給
食
セ
ン
タ
ー　

▼
勤
務
内

容=

食
器
食
缶
洗
浄
業
務
ほ
か　

▼
勤
務
形
態=

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
午
後
１
時
～
４
時　

▼
賃
金=

時
給
９
１
０
円　

▼
選
考
方
法=

面
接

（
詳
細
は
後
日
通
知
）
／
応
募
者
多
数
の

場
合
は
書
類
選
考
あ
り　

▼
申
し
込
み=

６
月
21
日
（
月
）
ま
で
に
田
原
市
給
食
セ

ン
タ
ー
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
直
接
提
出

▼
田
原
市
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
２
７
０
０　

22
局
７
６
５
６

▼
応
募
資
格
＝
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
方
①
子
ど
も
が
好
き
で
学
校
教
育
に

熱
心
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
方
②
教

員
免
許
所
持
者
（
採
用
時
に
取
得
見
込
み

の
方
も
可
）　

▼
受
付
期
間
＝
随
時
（
市

役
所
執
務
時
間
中
）　

▼
申
し
込
み
＝
市

販
の
履
歴
書
に
顔
写
真
を
貼
り
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
直
接
ま
た
は
郵
送
に
て

▼
学
校
教
育
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

田
原
市
臨
時
職
員（
児
童
ク
ラ
ブ・

放
課
後
子
ど
も
教
室
指
導
員
）

田
原
市
臨
時
職
員

（
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

 

　

田
原
駅
南
公
共
駐
車
場
に
引
き
続
き
、
受
益
者
負

担
の
観
点
か
ら
、
松
下
駐
車
場
と
柳
町
駐
車
場
を
有

料
化
し
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
駐
車
場
を
閉
鎖
し
ま
す

　

７
月
15
日
（
木
）
～
７
月
31
日
（
土
）
の
期
間
、

松
下
・
柳
町
駐
車
場
を
閉
鎖
し
ま

す
。
駐
車
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お

車
の
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
３
５

駐
車
場
の
概
要
と
申
し
込
み

場
所
◦
松
下
駐
車
場
（
田
原
町
松
下
地
内
）
／

柳
町
駐
車
場
（
田
原
町
柳
町
地
内
）

有
料
化
開
始
期
日
◦
８
月
１
日
（
日
）

利
用
形
態
◦
月
極

収
容
台
数
◦
松
下
駐
車
場
＝
普
通
車
約
１
０
０

台
／
柳
町
駐
車
場
＝
普
通
車
約
40
台

使
用
料
◦
い
ず
れ
も
４
０
０
０
円
／
月

申
し
込
み
◦
７
月
１
日（
木
）～
15
日（
木
）の
期

間（
第
１
次
募
集
）に
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出
／
申
請
書
の
配
布
お
よ

び
受
付
場
所
は
下
表
の
と
お
り
／
申
請
書
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.city.tahara.
aichi.jp/

）か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

そ
の
他
◦
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
松
下
・
柳
町
駐
車
場
管
理
事
務
所

㈱
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原
☎
24
局
２
３
４
５

　

att@
tahara-tm

o.com

申請書配布場所
申請書受付

受付時間
直接持参 Ｅメール

あつまるタウン田原
（セントファーレ３階） ○ ○ 9:00 ～ 18:00

街づくり推進課
○

※渥美支所地域課、
赤羽根市民センター
でも受付

× 8:30 ～ 17:15
※土・日曜日を除く

◦申請書取扱場所の一覧

田
原
市
立
小
・
中
学
校

常
勤
・
非
常
勤
講
師

松下・柳町駐車場
利用者を募集します
8/1㊐ 有料化開始 月極
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▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以

上
の
方　

▼
コ
ー
ス
・
開
催
日
時
＝
表

の
と
お
り　

▼
定
員
＝
各
コ
ー
ス
20
名

（
先
着
順
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー

メ
デ
ィ
ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会
館
２

階
）　

▼
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
は
実
費
負

担
）　

▼
申

し
込
み
＝
直

接
ま
た
は
電

話
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
（
Ｅ

メ
ー
ル
の
場

合
は
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
希
望

コ
ー
ス
・
テ
キ
ス
ト
希
望
の
有
無
を
明

記
）
※
休
館
日
＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
平
日
）　

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
・

申
し
込
み
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、同
時
に

２
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込
み
可
。
メ
デ
ィ
ア

研
修
室
は
、
一
般
の
グ
ル
ー
プ
研
修
な
ど

で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
（
有
料
）。

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

　

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

　

自
然
豊
か
な
渥
美
半
島
の
生
き
物
の
営

み
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
「
巨
木
・
名
木
を
観
察
し
よ
う
」

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）　

▼
日
時
＝
７
月
22
日

（
木
）
午
前
９
時
～
正
午
（
受
付
は
午
前

８
時
30
分
～
）　

▼
受
付
場
所
＝
市
役
所

北
庁
舎
玄
関
（
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
）　

▼
定
員
＝
30
名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込

み
＝
７
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

■
そ
の
他
の
ツ
ア
ー

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も
（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）　

▼
開
催
日
・
内
容
＝
表

の
と
お
り　

▼
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～

正
午　

▼
受
付
場
所
＝
道
の
駅
「
伊
良
湖

ク
リ
ス
タ
ル
ポ
ル
ト
」
入
口　

▼
申
し
込

み
＝
事
前
に
電
話
ま
た
は
開
催
当
日
に
受

付
（
午
前
９
時
～
９
時
30
分
）
に
て

▼
そ
の
他
＝
帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な

ど
を
ご
持
参
の
う
え
、
歩
き
や
す
い
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
観
光
協
会

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

　

若
者
の
職
業
的
自
立
を
支
援
す
る
日
本

版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
訓
練
「
電
気
技
術

科
」
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
お
お
む
ね
30
歳
代
前
半
ま

で
の
方
で
、
次
の
条
件
を
い
ず
れ
も
満
た

す
方
①
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
同
等
以
上

の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
②
訓

練
終
了
後
に
常
用
雇
用
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
方　

▼
取
得
目
標
＝
電
気
主
任
技
術

者
（
第
３
種
）、
電
気
工
事
士
（
第
１
種
・

第
２
種
）
な
ど　

▼
訓
練
期
間
＝
10
月
～

平
成
24
年
９
月　

▼
定
員
＝
20
名　

▼
授
業
料
＝
年
間
39
万
円（
別
途
教
科
書
、

作
業
服
な
ど
諸
経
費
必
要
）　

▼
受
験
料

＝
１
万
８
０
０
０
円　

▼
選
考
方
法
＝

面
接
・
筆
記
試
験
（
一
般
常
識
）　

▼
申

し
込
み
＝
７

月
１
日
（
木
）

～
９
月
17
日

（
金
）
の
期
間

に
電
話
に
て

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
浜
松
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

学
務
援
助
課

☎（
０
５
３
）４
４
１
局
４
４
４
４

　

http://w
w

w
.ehdo.go.jp/shizuoka/

ham
am

atsu/index.htm
l

■パソコン教室
コース 開催日 回数 時間

文書作成初級
「ワード2007」

7/4（日）・ 7/11（日）・7/18（日）・7/25（日）全 4 回 9:30～11:30

7/6（火）・7/8（木）・7/13（火）・7/15（木） 全 4 回 9:30～11:30

表計算初級
「エクセル2007」

7/6（火）・7/8（木）・7/13（火）・7/15（木） 全 4 回 13:30～15:30

プレゼンテーション初級
「パワーポイント2007」

7/4（日）・ 7/11（日）・7/18（日） 全 3 回 13:30～16:30

名刺作成 7/27（火） 全 1 回 13:30～16:30

パ
ソ
コ
ン
教
室 

受
講
生

※パソコンの環境…OS：Windows Vista、
　　　　　　　　　使用ソフト：Internet Explorer7.0、Microsoft Word2007、Excel2007、PowerPoint2007

渥
美
半
島
自
然
体
験
エ
コ
ツ
ア
ー

参
加
者

開催日 内容

7/22（木） 巨木・名木を観察しよう

8/8（日） 磯の生き物を探そう

9/25（土）

タカとチョウの渡りを観察しよう
9/26（日）

10/2（土）

10/3（日）

H23/3/27（日）シデコブシと藤七原湿地の自然探訪

■渥美半島自然体験エコツアー

日
本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
訓
練

電
気
技
術
科　

学
生
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に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ・Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職

業
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
講
習
を
修
了
し

た
方
に
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９　

45
局
４
１
２
０

　

akabaneb@
city.tahara.aichi.jp

■
春
季
初
め
て
の
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

　

初
心
者
か
ら
中
級
者
向
け
の
テ
ニ
ス
ス

ク
ー
ル
で
す
。

▼
日
時
＝
毎
週
金
曜
日
の
夜
間
（
初
回
は

６
月
25
日
金
、
全
７
回
）　

▼
受
講
料
＝

５
０
０
０
円

■
春
季
庭
の
手
入
れ
実
習

　

庭
木
の
剪
定
を
中
心
に
実
習
形
式
で
庭

の
手
入
れ
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時
＝
毎
週
日
曜
日
の
午
前
（
初
回
は

６
月
27
日
日
、
全
５
回
）　

▼
受
講
料
＝

１
０
０
０
円

◎
共
通
事
項

▼
対
象
＝
一
般　

▼
場
所
＝
緑
が
浜
公
園

ほ
か　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
受
講
料
を
お
持
ち
の
う

え
、
直
接

▼
緑
が
浜
公
園
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

☎
23
局
２
６
６
３　

23
局
２
６
６
３

　

http://m
idorigaham

a.net/

「
里
山
づ
く
り
」
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

　

市
民
に
よ
る
里
山
の
保
全
と
活
用
を
目

指
し
、
里
山
づ
く
り
に
関
す
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
里
山
の
保
全
に
必
要
な
基

本
的
知
識
と
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
た

里
山
保
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
20
名
程
度　

▼
受
講
料
＝

無
料　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
25
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

22
局
３
８
１
１

　

m
achi@

city.tahara.aichi.jp

　

心
肺
蘇
生
法
と
Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
を
学
ぶ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
７
月
４
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

正
午　
▼
場
所
＝
消
防
署
赤
羽
根
分
署　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　
▼
受
講
料
＝

無
料　
▼
申
し
込
み
＝
７
月
３
日
（
土
）
ま

で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

■第５回里山保全アドバイザー養成講座

テーマ・内容 日時 場所

❶
開講式
渥美半島の自然と歴史
里山保全活動にむけて

7/2（金）
19:00～20:30

田原市役所
講堂

❷
夏の里山の自然を読む
自然歩道自然観察会

7/31（土）
9:30～12:30 衣笠自然歩道

❸ 東三河の生物多様性 8/27（金）
19:00～20:30

田原市役所
大会議室

❹ 里山の保全計画と調査 9/10（金）
19:00～20:30

田原市役所
講堂

❺ 里山の保全計画と調査実習 10/３（日）
9:30～12:30 市内の里山

❻ 間伐実技と安全管理Ⅰ 11/3（水・祝）
9:30～12:30 市内の里山

❼ 間伐実技と安全管理Ⅱ 11/23（火・祝）
9:30～12:30 市内の里山

❽
ボランティア活動を進めるに
あたって
閉講式

12/17日（金）
19:00～20:30

田原市役所
大会議室

※プログラムおよびスケジュールは、変更する場合があります。
※講師などは、決まりしだい通知します。

緑
が
浜
公
園
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

庭
の
手
入
れ
実
習　

受
講
生

市政ぴーあーる講座
参加者募集 !!
知ってる!?設楽ダム～水について考えよう～
　設楽ダム建設に伴う水没予定地を実際に見学し、
上流域の状況や、水の大切さなどについて学びます。
　また、姉妹都市・設楽町についてもご紹介します。

▶対象＝市内在住・在勤・在学の18歳以上の方
▶日時＝7月17日（土）
　午前8時～午後5時
▶場所＝設楽ダム建設予定地
ほか

▶集合＝市役所北玄関前
▶定員＝30名（先着順）
▶内容＝設楽ダム講義、五平餅づくり体験など
▶参加料＝体験材料費として５００円
▶申し込み＝7月 9日（金）までに、電話または
　ＦＡＸ・Ｅメールにて（ＦＡＸ・Ｅメールの場合は、
　住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記）
▶広報秘書課
　☎22局0138　　23局 1691

第
５
回
里
山
保
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
講
座　

受
講
生

普
通
救
命
講
習
会　

受
講
者
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公
文
書
の
開
示
請
求
お
よ
び
申
出
実
績

は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

■
開
示
の
請
求

■
開
示
の
申
出　

　

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
実
績
お
よ

び
開
示
請
求
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

■
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
実
績

■
開
示
の
請
求

▼
総
務
課

☎
23
局
３
７
２
８　

23
局
０
１
８
０

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
高
齢
者
が
肺

炎
に
か
か
る
原
因
の
中
で
最
も
多
い
と
い

わ
れ
て
い
る
「
肺
炎
球
菌
」
の
感
染
予
防

に
有
効
で
す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
満
70
歳
以
上
の
方

で
、
過
去
５
年
間
に
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
受
け
て
い
な
い
方　

▼
助
成
金
額
＝

２
０
０
０
円
（
自
己
負
担
額
は
医
療
機
関

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
／
生
活
保
護
世

帯
は
全
額
助
成
）　

▼
接
種
場
所
＝
市
内

指
定
医
療
機
関　

▼
申
請
方
法
＝
市
役

所
・
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
の
健
康
課
で

受
診
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
接
種
前
に

い
ず
れ
か
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

　

平
成
17
年
５
月
30
日
か
ら
日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
の
積
極
的
な
勧
奨
を
差
し
控
え

て
い
ま
し
た
が
、
６
月
か
ら
第
１
期
対
象

者
（
平
成
22
年
度
に
お
い
て
は
３
歳
）
に

対
す
る
新
ワ
ク
チ
ン
で
の
接
種
の
勧
奨
を

再
開
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
平
成
18
年
４
月
２
日
～
平
成
20

年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
（
接
種

は
３
歳
に
な
っ
て
か
ら
実
施
）
／
対
象
の

方
に
は
５
月
末
ご
ろ
か
ら
随
時
個
別
通
知

▼
実
施
場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機
関　

▼
費
用
＝
無
料　

▼
そ
の
他
＝
４
歳
～
７

歳
６
か
月
未
満
の
第
１
期
予
防
接
種
が
終

わ
っ
て
い
な
い
方
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
健
康
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
第
２
期
対
象
者
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
接

種
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護

制
度
の
実
施
状
況

請
求
者
数

８
人

請
求
件
数

15
件

　

全
部
開
示　
　
　

※
１

４
件

　

部
分
開
示　
　
　

※
２

６
件

　

非
開
示

２
件

　

不
存
在

３
件

不
服
申
し
立
て

０
件

申
出
者
数

１
人

申
出
件
数

２
件

　

部
分
開
示　
　
　

※
２

２
件

平
成
21
年
度

情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

平
成
21
年
度

個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

実
施
機
関

件
数

市
長

１
０
２
件

教
育
委
員
会

２
件

選
挙
管
理
委
員
会

３
件

監
査
委
員

０
件

公
平
委
員
会

０
件

農
業
委
員
会

３
件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

０
件

水
道
事
業

１
件

消
防
長

３
件

議
会

０
件

請
求
者
数

１
人

請
求
件
数

１
件

　

全
部
開
示　
　
　

※
１

１
件

※
１　

請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書
の

全
部
を
開
示

※
２　

請
求
な
ど
の
対
象
と
な
る
公
文
書
の

う
ち
、個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
開

示
で
き
な
い
一
部
を
除
い
て
開
示

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

３
歳
児
に
対
す
る
接
種
勧
奨
再
開

■日本脳炎の接種対象者

対象者
標準的な
接種期間 接種回数

第１期

初回 生後 6 か月～ 90 か
月未満

（追加は、初回終了後お
おむね１年おく）

3歳～4歳未満
2 回
※ 6 日～
28 日間隔

追加 4歳～5歳未満 1 回

第２期 9 歳～ 13 歳未満 9歳～10歳未満 1 回
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特
定
健

診
は
、
メ

タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
を

予
防
す
る
た
め
の
健
診
で
す
。
対
象
の
方

に
は
６
月
１
日
ま
で
に
受
診
券
が
郵
送
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
必
ず
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　

年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
自
分
の
体
は

自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
持
ち
物
＝
受
診
券
、
田
原
市
国
民
健
康

保
険
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

▼
費
用
＝
自
己
負
担
分
は
無
料　

▼
場
所

＝
市
内
指
定
医
療
機
関　

▼
期
間
＝
12
月

31
日
ま
で
の
診
療
時
間
内　

▼
そ
の
他
＝

昭
和
10
年
５
月
～
９
月
生
ま
れ
の
方
に

は
、
誕
生
月
の
翌
月
末
に
受
診
券
が
届
き

ま
す
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９
（
特
定
健
診
）

☎
23
局
３
５
１
４
（
後
期
高
齢
者
健
診
）

　

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
臨
時
相
談
窓
口
」を
開
設
し
ま
す
。

年
金
の
記
録
な
ど
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る

方
は
郵
送
さ
れ
た
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

な
ど
を
お
持
ち
の
う
え
、お
越
し
下
さ
い
。

▼
日
時
＝
６
月
16
日
（
水
）、
７
月
21
日

（
水
）、
以
後
平
成
23
年
３
月
ま
で
毎
月
第

３
水
曜
日
／
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時　

▼
場
所
＝
市
役

所
相
談
室
（
南
庁
舎
１
階
）

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

　

有
効
期
限
が

７
月
31
日
ま
で

の
「
母
子
家
庭

等
医
療
費
受
給

者
証
」「
障
害

者
医
療
費
受
給

者
証
」「
後
期

高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」
を
お
持

ち
の
方
に
、
受
給
者
証
更
新
手
続
き
の
案

内
を
順
次
、
郵
送
し
ま
す
。

　

通
知
に
記
入
し
て
あ
る
申
請
受
付
期
間

内
に
市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は
赤
羽
根

市
民
セ
ン
タ
ー
（
旧
赤
羽
根
支
所
）・
渥

美
支
所
市
民
生
活
課
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

　

毎
月
１
回
、
弁

護
士
に
よ
る
法
律

相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
消
費
者
問

題
・
多
重
債
務
な

ど
で
お
困
り
の

方
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
毎
月
第
４
木
曜
日
／
午
後
１
時

～
４
時
（
要
予
約
／
相
談
時
間
は
30
分
程

度
）　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
相

談
室　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

　

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
の
交
付
金

を
受
け
る
た
め
に
は
６
月
末
ま
で
に
加
入

申
請
書
、
作
付
面
積
確
認
依
頼
書
等
の
提

出
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
＝
水
田
を
活
用
し
転
作
作
物
の
作

付
け
・
販
売
な
ど
を
行
う
農
家
の
方
お
よ

び
米
の
生
産
数
量
目
標
に
即
し
た
米
の
生

産
・
販
売
を
行
う
農
家
の
方
（
水
稲
共
済

加
入
者
）　

▼
開
催
日
／
場
所
＝
①
６
月

15
日
（
火
）
／
市
役
所
大
会
議
室
②
６
月

16
日
（
水
）
／
渥
美
支
所
４
０
１
会
議
室

③
６
月
18
日
（
金
）
／
営
農
支
援
セ
ン
タ

ー
（
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
）　

▼
受
付

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
４
時　

▼
内
容

＝
加
入
申
請
書
、
作
付
面
積
確
認
依
頼
書

な
ど
申
請
に
必
要
な
書
類
の
受
付　

▼
持

ち
物
＝
印
鑑
、
交
付
金
振
込
先
の
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

▼
対
象
＝
田
原
市
・
豊
橋
市
在
住
の
方
で
、

農
業
生
産
工
程
管
理
手
法
（
Ｇギ

ャ
ッ
プ

Ａ
Ｐ
）
の

導
入
を
目
指
す
農
業
者
・
農
業
生
産
法
人

▼
内
容
＝
課
題
に
応
じ
て
適
切
な
指
導
を

行
う
こ
と
の
で
き
る
指
導
員
、
そ
の
他
専

門
知
識
を
有
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣

し
ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
（
年
間

４
回
ま
で
）
に
要
す
る
直
接
経
費
の
２
分

の
１
を
補
助
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
豊
橋
市
役
所
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
１

　
（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

６
月
は
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

普
及
啓
発
強
化
月
間
で
す
！

ね
ん
き
ん
定
期
便
臨
時
相
談
窓
口

を
開
設

福
祉
医
療
受
給
者
証
の

更
新
を
忘
れ
ず
に

無
料
法
律
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策

加
入
申
請
受
付
会

農
業
生
産
工
程
管
理
手
法
導
入
支
援

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
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▼
開
園
日
時
＝
土
・
日
曜
日
、
祝
日
（
12

月
28
日
～
1
月
3
日
の
期
間
を
除
く
）
午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分　

▼
内
容
＝
ゴ

ー
カ
ー
ト
乗
車
体
験
な
ど　

▼
使
用
料
＝

無
料

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０　

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
理
由
な
ど
で
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
で
き
な
い
方
へ

の
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
な
ど

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
世
帯
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全

額
免
除
を
受
け
て
い
る
世
帯
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
①
生
活
保
護
な

ど
公
的
扶
助
を
受
け
て
い
る
②
障
害
者
が

い
る
世
帯
で
、
世
帯
全
員
の
市
町
村
民
税

が
非
課
税
③
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
て
、
自
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち
込
ん
で
い
る

▼
申
し
込
み
＝
７
月
２
日
（
金
）
ま
で
に

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
郵
送

に
て
（
締
切
日
消
印
有
効
）

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
を
受

け
て
い
て
、
平
成
21
年
度
に
申
し
込
み
を

さ
れ
て
い
な
い
世
帯
へ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら

申
込
書
が
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
そ
の
他

❖
ア
ン
テ
ナ
工
事
が
必
要
な
場
合
は
、
ア
ン

テ
ナ
の
無
償
改
修
や
無
償
給
付
な
ど
の

支
援
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❖
す
で
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
さ

れ
て
い
る
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

❖
支
援
は
現
物
支
給
で
す
。
す
で
に
購
入

し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
の
費
用
の
清
算

は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施

セ
ン
タ
ー　
　

☎（
０
５
７
０
）03
局
３
８
４
０
（
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
）

※
つ
な
が
ら
な
い
方

☎（
０
４
４
）９
６
９
局
５
４
２
５

　

http://w
w

w
.chidejishien.jp/

　

雨
の
日
に

紙
類
・
布
類

が
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

紙
や
布
は
、
水
に
ぬ
れ
て
し
ま
う
と
リ
サ

イ
ク
ル
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

収
集
日
が
雨
天
の
場
合
は
、
紙
類
・
布

類
を
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
出
さ
な
い

よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
資
源
化
・
環
境
セ
ン
タ
ー
で

は
、
紙
類
・
布
類
の
直
接
搬
入
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

▼
受
入
日
時
＝
火
～
日
曜
日
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）午
前
８
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時
30
分

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

　

最
近
、
下
水
道
施
設
へ
の
異
物
の
流
入

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
故
障
の
原
因
に
な

り
、
適
切
な
汚
水
処
理
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
異
物
を
流
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◦
水
洗
便
器
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以

外
の
紙
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
乳
幼
児
用
お

し
り
ふ
き
な
ど
）
を
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

◦
排
水
管
が
詰
ま
る
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
野
菜
く
ず
や
ご
飯
の
残
り
、
天
ぷ

ら
油
な
ど
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
揮
発
性
の
高
い

危
険
物
は
、
下
水
道
管
の
中
で
爆
発
を

起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。
絶
対
に
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
下
水
道
課　

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

　

交
通
公
園
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
交

通
安
全
に
関
す
る
知
識
や
ル
ー
ル
を
学
ん

で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
と

一
緒
に
体
験
で

き
る
施
設
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
場
所
＝
東
部

市
民
館
横
（
谷

熊
町
鍛
冶
屋
前
）

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
用

チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付
な
ど
の
支
援

～海洋環境保全推進月間～
６月１日（火）～６月30日（水）
「未来に残そう青い海」

・吸殻、釣り糸などを海にポイ捨てしない
・弁当容器、空き缶などのごみは持ち帰る
・使用しなくなったボートは放置せず、適正に処分する
◉海洋汚染も１１８番
海へのごみ投棄や海洋汚染、海での事件・事故を見かけたら
１１８番通報をお願いします。
▶三河海上保安署
　☎（０５３２）３４局０１１８　　（０５３２）３２局６６９９

下
水
道
に
異
物
を
流
さ
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
！

ぬ
れ
た
紙
類
・
布
類
の
ご
み
は

収
集
で
き
ま
せ
ん

楽
し
く
学
べ
る
交
通
ル
ー
ル

交
通
公
園
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

平成22年6月1日 　  　　　　　　　　│ 18 │



■
愛
知
県
が
決
定
す
る
都
市
計
画
の
変
更
案

　

愛
知
県
で
は
、
人
口
減
少
・
超
高
齢
社

会
の
到
来
、
社
会
経
済
活
動
の
広
域
化
や

市
町
村
合
併
の
進
展
な
ど
に
対
応
す
る
た

め
、
都
市
計
画
区
域
の
再
編（
20
→
６
区

域
）を
は
じ
め
と
し
た
都
市
計
画
の
見
直
し

を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
変
更
後
の
都
市
計
画
区
域
の
名
称
＝
東
三

河
都
市
計
画
区
域
（
豊
橋
渥
美
、
宝
飯
及
び

新
城
都
市
計
画
区
域
）　

▼
変
更
（
案
）
＝

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
／
区
域
区
分
／
臨
港
地
区　
▼
縦
覧
期

間
＝
６
月
11
日（
金
）～
25
日（
金
）
／
県
庁・

市
役
所
執
務
時
間
中　
▼
縦
覧
場
所
＝
愛
知

県
建
設
部
都
市
計
画
課
・
田
原
市
役
所
都
市

建
設
部
街
づ
く
り
推
進
課　

▼
そ
の
他
＝
縦

覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
愛
知
県
に
意
見

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
田
原
市
が
決
定
す
る
都
市
計
画
の
変
更
案

▼
変
更
後
の
都
市
計
画
区
域
の
名
称
＝
東

三
河
都
市
計
画
区
域
（
豊
橋
渥
美
、
宝
飯

及
び
新
城
都
市
計
画
区
域
）　
▼
変
更（
案
）

＝
用
途
地
域
の
新
規
指
定
お
よ
び
変
更
①

田
原
市
白
浜
2
号
の一
部
（
市
街
化
区
域
に

編
入
す
る
区
域
［
新
規
指
定
］）
②
田
原
市

白
浜
2
号
の一
部
（
既
存
の
用
途
地
域
を
変

更
す
る
区
域
）
③
田
原
市
赤
羽
根
町
西
瀬

古
の一
部
（
市
街
化
調
整
区
域
に
編
入
す
る

区
域
［
指
定
の
解
除
］）
④
田
原
市
田
原
町

清
谷
・
南
番
場
の一
部
（
既
存
の
用
途
地
域

を
変
更
す
る
区
域
）
／
道
路
の
起
終
点
の

変
更
（
都
市
計
画
道
路　

神
戸
赤
石
線
）

▼
縦
覧
期
間
＝
６
月
11
日
（
金
）
～
25
日

（
金
）
／
市
役
所
執
務
時
間
中　

▼
縦
覧

場
所
＝
街
づ
く
り
推
進
課　
▼
そ
の
他
＝
縦

覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
田
原
市
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
愛
知
県
建
設
部
都
市
計
画
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
５
１
５

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

22
局
３
８
１
１

　

田
原
公
共
下
水
道
（
田
原
処
理
区
）
お

よ
び
田
原
公
共
下
水
道
（
渥
美
処
理
区
）

の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
に
係
る
図
書

を
、
都
市
計
画
法
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
し

て
い
ま
す
。

▼
縦
覧
時
間
＝
市
役
所
執
務
時
間
中　

▼
縦
覧
場
所
＝
下
水
道
課

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
４
月
16
日
、
豊
橋
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

会
長　

小
笠
原
明
美
様
か
ら
地
域
社
会
へ

の
貢
献
の
た
め
絵
本
23
冊
。

▼
４
月
27
日
、
株
式
会
社
河
合
組　

代
表

取
締
役
会
長　

河
合
登
様
か
ら
、
野
田
小

学
校
の
図
書
館
充
実
の
た
め
金
30
万
円
。

付
方
法
が
従
来
と
一
部
変
更
に
な
る
だ
け

で
、
年
間
税
負
担
額
が
増
え
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◦
対
象
の
方

　

平
成
21
年
中
に
公
的
年
金
な
ど
の
支
払

い
を
受
け
、
平
成
22
年
４
月
１
日
に
お
い

て
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

の
年
金
を
除
く
公
的
年
金
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

◦
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
る
金
額

　

公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
か
ら
算
出
さ

れ
た
税
額
が
公
的
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
ま

す
。
年
金
特
徴
対
象
の
方
に
は
、
市
か
ら

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
（
６
月
中
旬
発
送

予
定
）。
特
別
徴
収
予
定
の
金
額
を
納
税

通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

　

平
成
21
年
度
か
ら
、
公
的
年
金
か
ら
の

市
民
税
、
県
民
税
の
特
別
徴
収
（
年
金
特

徴
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
が
開
始
さ
れ
て
も
年
間
税
額
の
納

公
的
年
金
か
ら
住
民
税
を

特
別
徴
収（
天
引
き
）し
ま
す

■特別徴収の納付方法例

徴収方法 普通徴収
（自分で納付・口座振替）

特別徴収
（年金から徴収）

納付月 1期（６月） 2期（8月） 10月 12月 2月

税額 年税額の４分の１ 年税額の６分の１

①初めて65歳以上に該当する方（昭和19年4月3日～昭和20年4月2日生まれ）

②特別徴収2年目以降の方

徴収方法 特別徴収
（仮徴収）

特別徴収
（本徴収）

納付月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

税額 前年度2月と同額 年税額から仮徴収分を
差し引いた額の3分の1

都
市
計
画
の
変
更
案

豊
橋
渥
美
都
市
計
画
下
水
道
事
業
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中
学
生
以
下
は
無
料

※
（　

）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
／

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
お
よ
び
付
き

添
い
の
方
に
割
引
制
度
あ
り

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
６
月
11
日
㊎

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
よ
り
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
の
友
人　

そ
の
７

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
学
芸
員

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
会
場
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
６
月
27
日
㊐

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
～
東
三
河
～

　

三
河
地
域
の
求
人
情
報
の
提
供
、
人
事

担
当
者
と
の
個
別
面
談
会
な
ど
、
福
祉
の

仕
事
が
初
め
て
の
方
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
各
種
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

時
間
▼
午
後
１
時
～
５
時
（
求
職
者
の
受

付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所
▼
名
豊
ビ
ル
（
豊
橋
市
駅
前
大
通
）

本
館
・
新
館
８
階

６
月
４
日
㊎
～
７
月
11
日
㊐

田
原
市
博
物
館
の
名
品
に
よ
る
渡
辺
崋
山
展

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
金
曜
日

は
午
後
８
時
ま
で
）
／
入
館
は
閉
館
30

分
前
ま
で　

※
月
曜
日
は
休
館

場
所
▼
愛
知
県
美
術
館
（
愛
知
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー
10
階
）

内
容
▼
重
要
文
化
財
８
件
、
重
要
美
術
品

４
件
、
田
原
市
指
定
文
化
財
11
件
を
含

む
36
件
を
展
示
／
和
魂
洋
眼
（
所
蔵
作

品
展
）
を
併
催

観
覧
料
▼
一
般
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）、

高
校
・
大
学
生
３
０
０
円（
２
４
０
円
）、

対
象
▼
福
祉
関
係
の
職
場
に
就
職
希
望
の

方
お
よ
び
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
申
し
込
み
不
要
、
随
時
入
退
場
可

▼
豊
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会
豊
橋
市
福
祉

人
材
バン
ク
☎（
０
５
３
２
）52
局
１
１
１
１

◉
７
月
７
日
氺

消
費
者
生
活
講
座

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

内
容
▼
さ
あ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
～
応
急
手

当
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
～

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
６
月
28
日
（
月
）
ま
で
に
電

話
に
て

▼
商
工
観
光
課
☎
23
局
３
５
１
６

◉
７
月
18
日
㊐

２
０
１
０
田
原
市
長
杯
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会

時
間
▼
午
前
６
時
～

場
所
▼
赤
羽
根
西
海
岸
・
赤
羽
根
大
石
海

岸
（
赤
羽
根
町
）

そ
の
他
▼
障
害
児
の
た
め
の
サ
ー
フ
ィ
ン

教
室
（
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
ラ
ブ
ス
ク
ー
ル
）

を
開
催
／
開
催
日
時
＝
７
月
３
日
（
土
）

午
前
９
時
～

※
大
会
・
教
室
へ
の
参
加
方
法
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
連
絡
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◦
大
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

▼
田
原
市
長
杯
事
務
局
（
杉
原
）

☎
45
局
４
５
５
５

◦
教
室
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

▼
田
原
市
サ
ー
フ
ィ
ン
協
会
（
瓜
生
）

　

０
９
０（
１
０
９
９
）８
８
０
７

▼
商
工
観
光
課
☎
23
局
３
５
１
６

月
の
イ
ベ
ン
ト

6

月
の
イ
ベ
ン
ト

JULJUL

7

昔の棚田を利用して栽培している
「花しょうぶ」をぜひご覧ください。

見ごろ ▼６月初旬から中旬
規　模 ▼栽培面積1100㎡、
　　　　栽培本数7000本
場　所 ▼ 初立池南側散策道路斜面

の３か所

▼渥美支所地域課☎３３局１１１８

見ごろです！

初立池
　しょうぶ園
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◉
８
月
８
日
㊐　

第
５
回
田
原
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

並
び
に
平
成
22
年
度
田
原
市
中
学
校

陸
上
競
技
大
会

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
開
会
、
午
前
９
時

競
技
開
始

場
所
▼
白
谷
海
浜
公
園
陸
上
競
技
場

種
目
▼

︻
小
・
中
学
校
の
部
︼
各
学
校
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

︻
高
校
・
一
般
の
部
︼
※
抜
粋

　

男
子
＝
１
０
０
Ｍ
、
２
０
０
Ｍ
、

４
０
０
Ｍ
、
８
０
０
Ｍ
、
１
１
０
MH
、

５
０
０
０
Ｍ
、
４
×
１
０
０
MR
、
走

幅
跳
、
走
高
跳
、
砲
丸
投
／
女
子
＝

１
０
０
Ｍ
、
２
０
０
Ｍ
、
８
０
０
Ｍ
、

１
０
０
MH
、
４
×
１
０
０
MR
、
走
幅
跳
、

走
高
跳
、
砲
丸
投

参
加
資
格
▼
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
者

表
彰
▼
各
種
目
１
位
～
３
位

申
し
込
み
▼
７
月
30
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
小
学
生
・
一
般
は
市
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
、
中
学
生
は
田
原
中
学

校
、
高
校
生
は
成
章
高
等
学
校
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
小
中
学
生
は
大
会

打
ち
合
わ
せ
時
に
田
原
中
学
校
で
も
可
）

▼
田
原
市
教
育
委
員
会
☎
23
局
３
６
７
９

★今年度から、整理券の配布を行いません
★前売りチケットの取り扱い
イベントチケットは、前売り開始日は開催会場のみの販売で、完売
しなければ、翌営業日から各窓口で販売します。（前売開始日の正
午から電話予約可）
前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。
★託児サービス（先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館 ☎22局6061 　22局6455
赤 羽 根 文 化 会 館 ☎45局3939 　45局3901
渥美文化会館（土・日・祝） ☎33局1000 　34局1010
渥美支所地域課（平日） ☎33局1111 　32局2506

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

森山良子
コンサートツアー
　透明感のある歌声と歌唱力で、名実とも
にトップシンガーである森山良子のコンサー
トツアーです。　

日 時　７月４日（日）午後５時開演
（30分前開場）

場 所　渥美文化会館文化ホール
入 場 料　5,000円

当日500円増
※未就学児の入場不可

問 合 先　生涯学習課
☎23局3531

提 携 先　㈱サンデーフォークプロモーション

全席指定

田原市納涼寄席
三遊亭圓歌親子会
　三遊亭圓

え ん か

歌（落語協会最高顧問）・若
わ か え ん か

圓歌・
小
こ え ん か

円歌・歌
か せ ん

扇が出演する盛りだくさんの落語
会です。

日 時　８月22日（日）午後２時開演
（30分前開場）

場 所　田原文化会館文化ホール
入 場 料　3,000円　当日500円増

※未就学児の入場不可
チ ケ ッ ト　６月27日（日）午前９時から

田原文化会館で前売り開始
（整理券配布なし）

問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

７/４ 

８/22 

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

6月10日㊍・7月8日㊍
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター

▼子育て支援課　
☎23局3513 　23局3545

全席指定

▲前大会の様子（山田照夫さん撮影）

チケット

販売中
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女
性
と
子
ど
も
へ
の 

た
ば
こ
の
影
響

　

毎
年
、
５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日
ま
で
の

１
週
間
は
「
禁
煙
週
間
」
で
す
。
今
年
は
、

「
女
性
と
子
ど
も
を
た
ば
こ
の
害
か
ら
守
ろ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
で
た
ば
こ
対
策
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
が

で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

❖
女
性
の
喫
煙
率
が
上
昇

　

全
体
の
喫
煙
率
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、

壮
年
期
女
性
の
喫
煙
率
は
増
え
て
い
ま
す
。

❖
喫
煙
に
よ
る
女
性
の
健
康
へ
の
影
響

◦
肌
の
シ
ミ
・
シ
ワ
・
く
す
み
を
招
く

◦
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
り
や
す
い

◦
不
妊
に
な
り
や
す
い
、
閉
経
が
早
ま
る

◦
子
宮
頸
が
ん
な
ど
の
悪
性
腫
瘍
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る

❖
子
ど
も
の
成
長
と
屋
内
喫
煙
の
関
係

　

子
ど
も
が
大
き
く
な
る
と
、
屋
内
で
喫
煙

す
る
家
族
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

❖
子
ど
も
を
た
ば
こ
の
煙
か
ら
守
ろ
う

　

受
動
喫
煙
を
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
子

ど
も
を
、た
ば
こ
の
煙
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

◦
家
庭
内
や
車
内
で
は
吸
わ
な
い

◦
屋
外
で
も
子
ど
も
の
周
囲
で
は
吸
わ
な
い

◦
受
動
喫
煙
の
な
い
お
店
を
選
ぶ

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（育児体験コース） ７月　３日（土）  8：50 ～   9：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制

パパの妊婦体験、赤ちゃん人形のもく浴など

離乳食教室
７月１４日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話７月２１日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談
７月　５日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド

身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）
７月　９日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

6月6日（日）
山本医院 ☎45局2203
ふくい眼科 ☎22局5878
ふくしま歯科医院 ☎37局1182

6月13日（日）
丸山医院 ☎33局0313
伊藤歯科医院 ☎22局1104

6月20日（日）

津金医院 ☎33局0222
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100
きまた眼科 ☎23局1092
森下歯科医院 ☎32局2700

6月27日（日）
昭和医院 ☎32局3749
鈴木歯科医院 ☎32局0239

月　日 当直医 電話番号

7月4日（日）
丸山医院 ☎33局0313
平野歯科医院 ☎22局0214

7月11日（日）
北山クリニック ☎23局3946
山内歯科医院 ☎23局1525

7月18日（日）
國見医院 ☎22局0756
仲谷歯科医院 ☎23局2327

7月19日（月・祝）
第２国見医院 ☎23局2302
岩瀬歯科医院 ☎22局6677

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

健康課
市役所内
　23局3515
あつみライフランド
　33局0386

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

❖田原市の喫煙率

【出典】喫煙に関するアンケート田原市調査（H21）

❖屋内喫煙している保護者（喫煙者中）
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H21

H15

壮年期女性壮年期男性妊婦の夫妊婦

（％）

【出典】喫煙に関するアンケート田原市調査（H21）
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小学生就学前児童３歳児４か月児
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子の
世代

◉さわやかカード
たばこの煙に困ったと
きに、施設管理者にメッ
セージを伝えるための
カードを配布していま
す。ぜひご活用ください。

【配布場所】
市役所健康課・あつみ
ライフランド健康課・
市ホームページ
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６月  ７日（月）・11日（金）・14日（月）・２１日（月）・２８日（月）
※特別整理期間のため、赤羽根図書館は１日（火）・２日（水）、
　渥美図書館は２日（水）から４日（金）まで休館します。

7月 ５日（月）・９日（金）・１２日（月）・２０日（火）・２６日（月）Ｔ

ＡＨＡＲＡ
よ う こ そ

ホットニュース ６月展示コ
ーナー

おはなし会

６月12日土～７月８日木
◎一般 「アメリカを知ろう」
ジョージタウン展に併せてジョージタ
ウン市に関連する本などをご紹介しま
す。アメリカの新たな魅力に気づくかも。

◎こどもしつ 「みずべのいきもの」
川や池、海にすむ生き物たちの本が大
集合！魚・クジラ・カエル・カニなど、
たくさんいるよ。

おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／７月３日（土）15:00～
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／６月９日（水）10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／６月15日（火）10:30～

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）

おはなしの会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／６月20日（日） ・７月３日（土）10:30～　　

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・高校生ボランティア・図書館） 
日時／６月12日（土）・７月3日（土）14:00～
　　　６月26日（土） 10:30～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ
対象／乳幼児～小学生

　田原市の姉妹都市、米国
ジョージタウン市との姉妹
都市提携20周年を記念し
て、写真展などを開催しま
す。ぜひお越しください。

▼期間＝６月19日（土）～７月４日（日）
　※休館日は月曜日

▼会場＝中央図書館

♥資料展示
　姉妹都市提携書やジョージタウン市長などから田
原市長などにプレゼントされた記念品などの資料を
展示します。

♥写真展
　ジョージタウン市を訪問した方が撮影した風景や
行事の写真を展示します。

♥メッセージカードコーナー
　ジョージタウン市の方へのメッセージを受け付け
ます。メッセージは、展示の終了後、ジョージタウン
市にお届けします。ジョージタウン市の方から田原
市の皆さんへのメッセージカードも展示します。

▼問い合わせ先＝中央図書館 ☎23局４９４６

　
「
第
９
回
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。
今
年
度
の
第
一
弾
目
の
講
師

は
、
４
月
に
就
任
し
た
田
原
市
図
書
館
の
豊

田
高
広
館
長
で
す
。
豊
田
館
長
が
静
岡
市
役

所
に
就
職
し
た
あ
と
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

司
書
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
、
田
原
市
の

図
書
館
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
、
ま
た
普
段
は
ど
ん
な
人
物
な
の
か
な
ど

に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
講
座
に
参
加
し
、
今
後
の
自
分

の
人
生
や
仕
事
を
考
え
る
上
で
、
何
か
を
始

め
た
り
考
え
た
り
す
る
き
っ
か
け
を
つ
か

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
▼
日
時
＝
６
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
演
題
＝
「
司
書
に
な
る
は

ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
!?
」　

▼
講
師
＝
田
原
市

図
書
館　

豊
田
高
広
館
長　

▼
場
所
＝
田

原
文
化
会
館
２
０
１
・
２
０
２
会
議
室　

▼
定
員
＝
40
名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み

＝
６
月
８
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら
、
中

央
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
直
接
ま
た
は
電

話
に
て

▼
中
央
図
書
館
☎
23
局
４
９
４
６

職
業
人
語
る
!!

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座

姉妹都市提携20周年記念
「ジョージタウン展」を開催します

▲10周年記念式典の馬車列
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手は肩幅、足は腰幅に開い
て四つんばいになる。

息を吸いながら胸を開くよう
にして背中をそらせる。

息を吐きながら、おへそをの
ぞき込むようにして背中を丸
める。このとき両手と両足は、
床を押すように背中を上に
持ちあげるようにする。

※ゆっくりと10セット程度行う

生涯学習課　２３局3531

背中をそらせたり丸めたりすることにより、背中の筋
肉全体がほぐれます。血流も良くなり、背中や肩の
コリが解消されていきます。背筋が伸びることにより
姿勢も改善され、内臓への負担が軽減されます。
背骨の動きを意識しながらゆっくりと行いましょう。

猫のポーズで背中をほぐそ
う！

１

２

３

１

２

３

２4２4

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センター・子育て支援課にあります。
　ホームページからもダウンロードできます。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

◉工
こ う

作
さ く

ランド

「ぶんぶんゴマ」
上手に回せるかな？作って遊
んでみよう。
開催期間
◦６月１日（火）～30日（水）
　※日曜日は除く

◉６月
が つ

のチャレンジ

「スイスイひも通
と お

し」
洗濯ばさみやボタンなど、身近で穴
の空いているものを通してみよう！
開催期間
◦６月１日（火）～30日（水）

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局0211

広報秘書課 ２２　０１３８

アナログ デジタル 12

■街角ネットたはら番組表

毎日６回放送　
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

■６/10（木）・11（金）
に市議会定例会を中
継予定

放送日 内　容

～6/10
田原市博物館・渥美郷土資料館企画展

「杉浦正美展」ー幻想と創造の世界ー
防災リーダー研修会

6/11～6/24 第 50 回記念田原凧まつり
東三河スポーツ少年団交流会

6/25～7/8
愛のココナッツメッセージ PART23

「やしの実」投流
防災カレッジ

７日（月）、14日（月）、21日（月）、
28日（月）

6 月のお休み

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

（児童センターのみ開催）

日時◦６月16日（水） 午前10時～

◉絵
え ほ ん

本の読
よ

み聞
き

かせ
日時◦６月17日（木） 午前10時30分～

▲ぶんぶんに回してみよう！ ▲１分間に何個通せるかな？
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6

の

水6月30日

金6月25日

市・県民税
（全期・第１期分）

水道料・下水道使用料金
（４・５月分）

下水道事業受益者負担金
（全期・第１期分）

国民健康保険税
（第２期分）

介護保険料
（第２期分）

今月　納税・使用料

口座引落日

納期限

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

７
月
17
日
（
土
）
に
開
催
す
る
、
市

政
○
○
○
○
○
講
座
「
知
っ
て
る
!?
設

楽
ダ
ム
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

２　

田
原
市
で
は
、
市
の
家
計
簿
で
あ
る

財
政
の
○
○
○
○
○
○
を
、
年
２
回
公

表
し
て
い
ま
す
。

３　

消
火
器
の
耐
用
年
数
は
、
一
般
的
に

８
年
で
す
。
○
○
○
○
○
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

４　

田
原
市
が
実
施
し
て
い
る
各
種
が
ん

検
診
は
無
料
で
す
。
定
期
的
に
が
ん
検

診
や
健
康
診
断
な
ど
を
受
診
し
、「
が

ん
」
を
予
防
す
る
○
○
○
○
習
慣
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正
解
者

の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に
「
図
書
カ

ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
６
月
21
日
（
月
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
５
月
号
の
答
え
】
け
ん
か
だ
こ

（
応
募
総
数
44
通
中
、正
解
43
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。な
お
、寄
せ

ら
れ
た
ご
要
望
な
ど
は
、関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

4

3

1

2

4

人身27件（82件）
負傷35人（104人）
死亡０人（０人）
物損125件（473件）

火災４件（11件）
救急１６２件（７０４件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗8件（25件）
乗物盗3件（20件）
非侵入盗49件　（69件）

※（　）内の数字は平成22年の累計

田原警察署だより

４月

田原警察署　 23局０１１０

◉泥棒を逮捕するために、情報をお寄せください！
　皆さんの大切な財産を狙う泥棒の被害は、身近で昼夜も
なく発生しています。最近の泥棒は、暴力団員や不法入国
した外国人らがグループを作っている場合も多くなっていま
す。その手口は、偽造ナンバーを装着した盗難車を使用し、
広範囲に移動しながら犯行を繰り返したり、覆面などで顔を
隠して、防犯カメラの前でも平然と犯行したりするなど、ます
ます悪質で巧妙化しています。
　警察では、泥棒の被害を未然に防ぎ、一人でも多くの泥
棒を逮捕するため努力をしていますが、捜査には皆さんから
の情報が必要です。ちょっとした記憶が、犯人の逮捕につな
がる大きな手掛かりとなります。
「こんなこと言ったら迷惑かな」「確か
なことじゃないから」などと思わずに、
泥棒について思い当たることがあれ
ば、すぐに１１０番してください！

 ！  自転車の盗難が多発していますので、しっかりカギをかけましょう

0
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75
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0

5

10

15

20

25

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

毎月1回、宅内の漏水チェックを行いましょう。

川でいろいろな生物が見られる季節です。家族で水と触れ合ってみてはいかがですか？

5/20現在
95.4％

2/1 2/10 2/20 3/1 3/10 3/20 4/1 4/10 4/20 5/1 5/10 5/20

4月 6月 8月 10月 12月 2月 4月

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

●市内５河川の水質調査結果

（　　 ）

節水注意線

※節水注意線とは、この値を下回ると節水が開始されるラインのこと（節水率検討）

│ 25 │　　　　　　　　　　平成22年6月1日



本誌は再生紙を使用しています。本誌は再生紙を使用しています。

N
o.667 平

成
22

年
６

月
１

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

６６，５５５人　総人口

３３，6５９人　男性

３２，8９６人　女性

２１，６８８世帯世帯数

４３人出生 ５４人死亡

２６１人転入 １８８人転出

＋６２人増減 ※増減は４月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成２２年５月１日現在）

青組になった自分の似顔絵を描

きました。

文字の形が整っていて、
とても美しく書くことがで
きました。熱心に練習した
成果が出ています。

評 評
野田小学校３年

河合啓杜くん

大好きなお母さんへ！母の日の

プレゼントです。

だい す　　　　　　  かあ　　　　　　　　はは　 　ひ

　　　　　　　ひ ろ　 と

　　　　　　ゆ う  　やさい   とう　　  りょう

野田小学校５年

河合祐那さん
　ゆ う     な

第一保育園

斉藤 綾ちゃん（５歳）

鈴木   康子 先生 第一保育園

高橋優弥くん（５歳）

大暴れしそうな元気の
良いロボットが出現しま
したね。色の組み合わ
せが上手です。

評 お母さんと、おでかけして楽しかったこと
を思い出しながら、丁寧に描くことができ
ましたね。

　　 かあ　　　　　　　　　　　　　　　　　　           たの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

　　　　おも　　　だ　　　　　　　　　　　てい ねい　　　えが

 　　　　　　　　　　　　　　　 

評「小さなお友だちを三輪車の後ろに乗せて
あげるのが好き」という優弥くん。優しさが
表れています。

　　ちい　　　　　　　 とも       　　　　　さん りん しゃ　　　うし　　　　　 の
　　　　　　

　　　　　　　　　　　　す　　　　　　　　　　　ゆう　や　　　　　　 やさ

あらわ 　　　

習字 セロハンで作る光のアート

あお  ぐみ    　　　 　　　　 じ  ぶん　 　に  がお  え　　　えが

▼
フ
ェ
リ
ー
に

乗
っ
て
の
お
伊
勢

参
り
は
、
働
き
は

じ
め
て
か
ら
私
の

恒
例
行
事
。
船
に

揺
ら
れ
な
が
ら
会
話
を
楽
し
ん
で
い

る
う
ち
に
、
対
岸
の
三
重
県
へ
到
着
。

自
動
車
で
出
か
け
る
こ
と
が
多
い
中
、

船
・
バ
ス
と
乗
り
継
ぐ
、
こ
の
ゆ
っ

た
り
し
た
感
じ
が
私
は
好
き
で
す
。

来
年
も
、
こ
の
船
に
乗
っ
て
初
詣
で

に
行
け
る
こ
と
を
願
っ
て
。（
Ｍ
Ｔ
）

▼
海
を
渡
る
こ
と
が
「
冒
険
」
だ
っ

た
時
代
、
東
海
道
か
ら
南
下
し
、
海

路
で
伊
勢
詣
で
に
向
か
っ
た
人
々
の

気
持
ち
は
、
ど
ん
な
感
じ
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
幼
い
こ
ろ
、
初
め
て

フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
た
と
き
の
高
揚
感

に
近
い
の
か
な
。
改
め
て
思
う
の
は
、

旅
の
楽
し
み
の
多
く
が
、
そ
の
道
中

に
あ
る
と
い
う
こ
と
。
合
理
的
な
旅

が
、
悦
楽
を
も
た
ら
す
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
か
け
が
え
の
な
い
も
の
は
何

か
、一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。（
Ｍ
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】

鳥
羽
・
伊
良
湖
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
と
釣
り
人
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